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Ⅱ－２授業改善推進プラン 

１ ねらいと目的 

      文部科学省全国学力学習状況調査（３学年）、児童・生徒の学力向上を図るための調査（２学年）、Ｎ

ＲＴテスト、一斉テストなどの結果の分析を総合的に行い、本校の課題と課題解決の方策を整理し、学力

向上に向けた取り組みを推進する。 

２ 具体的取り組み 

      毎日の授業や各単元での振り返りを重視し、生徒の学習状況の課題を明確にする。また、教師の指導上

の課題を把握し、授業改善が図られるようにする。具体的には各教科「意欲を高める指導」、「思考力・

判断力を高める指導」、「振り返りシートの工夫」の視点に基づいて授業改善策の具体化を図る。 
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４ 結果分析・プラン作成・実施・評価・修正の手順 

 

 

 

 

 

授業改善推進プランの実施

（Ｄｏ） 

○「全国学力学習状況調査」「ＮＲＴテスト」「児童・生徒の学力向上を図るための

調査」の結果も参考にする 

○毎日の授業や各単元での振り返り学習を実施する 

 

 

 

 

 

 
 

 

調査結果に基づく分析 ＜基礎的・基本的な事項に関する調査＞ 

○国語、社会、数学、理科、英語において内容ごと、観点ごとの分析をする 

＜問題解決能力に関する調査＞ 

○国語、社会、数学、理科、英語において観点ごとの分析をする 

授業改善推進プランの作成

（Ｐｌａｎ） 

学力向上に向けたプラン 

○教科ごとに生徒の学習状況の課題を明確にする 

○教科ごとに授業改善の基本的な考え方を明確にする 

○どのような視点から授業改善を図るか明確にする 

○「教科全般の学習プラン（授業改善推進プラン）」を作成する 

授業改善推進プランの評価

（Ｃｈｅｃｋ） 

○教員による自己評価・相互評価をする 

○学校関係者評価を活用し、授業改善プランを評価する 

○生徒による授業評価をする 

授業改善プランの見直し ○評価結果や診断テストの結果などを参考に見直しをする 

授業改善推進プランの改善

（Ａｃｔｉｏｎ） 

○授業改善推進プランを検証・改善する 

4月、7月の学力調査などの結果を参考に、8月末日までに行う 

9月末日までに各教科で行う 

教務主任が、全教科の取りまとめを行い広報活動する 


